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柔
か
な
目
ざ
し
受
け
て
春
を
待
つ

の
牛
舎
に
て



明Sjj総量も創業

t織鱗持:プ

市
鹿
市
皮
加
正
研
究
会
を
昨
年

諮
れ
結
成
。
メ
ン
バ
ー
は
、
奥
凹

八
平
さ
ん
(
日
進
)
僻
段
、
木
俣

忠
さ
ん
(
日
進
)
酪
段
、
天
沼
蹴
，

さ
ん
(
紳
丘
)
品
業
、
波
辺
修

さ
ん
(
時
間
川
)
落
合
久
さ
ん
(
市

美
町
)
獣
医
、
岩
本
正
摘
さ
ん
(
市

美
町
)
欣
医
の

6
人
。

日
進
小
，
V
校
の
廃
校
利
用
、
仲

間
で
工
場
に
改
築
し
た
。
一

月
末

に
保
健
所
か
ら
創
業
が
認
可
。

ハ

ム
、
ソ

l
セ
イ
ジ
な
ど
初
組
飢
の

製
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
こ
の

試
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
2
H
U
日
町
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

こ
の
似
し
の
代
什
説
、
奥
川
さ
ん
は
、

「
今
金
町
の
特
徴
あ
る
特
産
品
づ
く

り
。
地
元
に
根
を
下
ろ
し
た
製
品
づ

く
り
を
し
た
い
己
と
。

間
人
が
出
席
、

ワ
イ
ン
片
手
に
試

食
し
て
い
た
。
奥
田
さ
ん
か
ら
製
品

の
説
明
は
あ
っ
た
が
、
調
埋
士
の
人

た
ち
も
出
席
、
初
し
を
聴
く
。

「血…

添
加
の
良
さ
。
自
然
に
口
に
馴
染
む
。

後
昧
に
快
感
が
あ
る
U

と
の
話
し
ゃ

「
位
向
昧
が
伝
わ

っ
て
く
る
J
V

と
灯

評
。

「
市
場

主
制
か
ら
の
感
忽
は
、

地本

物
の
献
と
好
評
絶
賛

蝿
に
根
づ
い
た
産
自

• • 

但
年
聞
に
終
止
符
合
意

日
間
川
中
学
校
が
今
世
小
学
校
に

統
合
す
る
こ
と
に
合
意
。
こ
の
調

印
式
が
、
2
月

n
H
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
た
。

川
側
か
ら
‘
村
本
町
長
、
市
町
助

役
、
本
間
教
育
委
只
長
、
遠
藤
教
育

¥ 

統合合意。握手もカ、たく 。

左から、加藤PTA会長
千葉連合部落会長

本間教育委員長
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N
H
K番
組
北

φ
げ

逗亙⑤
4
月
別
日
(
木
)

午

後

7
時
犯
分

1

4
月
M
日
(
日
)

午
前
日
時
初
分

i

@三⑧
0
開
拓
の
地

O
特

産

物

。

名

所

。
炭
や
き

長
が
山
附
。
地
域
か
ら
、
千
町
民
進

極
川
述
令
部
落
会
長
、
加
藤
三
明
税

川
小
中
学
校
父
母
と
先
生

町
会
長
、

行

川

知
H
P
T
A
副
会
長
、
村
上
似

俊
硯
川
中
学
校
長
、
石
戸
谷
線
組

川
小
学
校
長
が
出
席
し
て
調
印
さ
れ

た
。

@
合
意
内
容

川
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
運
行
は
三
系
統

と
す
る
。

拠
駆
川

l
A，
金
小
学
校
、
附
辺
倒
H
り

治
線
九
，
金
中
学
校
上
稲
穂
下

稲
穂

l
金
又
!
今
金
巾
リ
F
校

ω放
品
後
、
生
徒
の
部
前
動
が
川
市

化
。
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
運
行
に
は
今

金
中
F

干
校
と
も
充
分
協
議
、
全
町
的

に
凡
瓜
し
対
処
す
る
。

ω要
所
に
ス
ク
ー
ル
パ
ス
待
合
室
を

設
置
す
る
。
生
徒
数
の
噌
減
、
待
合

室
内
移
動
に
つ
い
て

L
充
分
検
討
を

加
え
る
。
場
所
、
川
地
、
管
理
等
を

合
的
、
改
め
て
両
者
で
協
議
す
る
。

ωス
ク
ー
ル
パ
ス
迎
行
に
は
、
附
守
、

緊
急
円
対
処
に
腕
…
綿
織
を
配
備
す
る
。

陣
容
等
で
運
行
が
遅
れ
た
場
合
、
生

徒
辿
絡
網
等
を
利
用
、
述
給
に
万
全

食
品
の
見
直
し
が
必
要
で
は
」
と

か
「
ご
馳
走
で
あ
る
と
思
う
。
値
段

が
白
川
に
な
る
己
と
の
指
し
が
あ
っ
た
.

奥
閉
さ
ん
は
「
自
分
な
り
の
食
べ
方

を
し
て
ほ
し
い
U

と
付
け
加
え
て
い

‘-。

サ
人

試
食
ば
か
り
で
な
く
、
抽
選
会
あ

り
、
天
川
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
、
川
村

さ
ん
(
瀬
棚
)
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
会

場
内
芥
凶
れ
を
脱
り
上
げ
て
い
た
。

制
業
を
始
め
る
こ
と
に
な

っ
た
こ

と
を
奥
凹
さ
ん
は
、
冬
季
に
何
人
か

の
仲
間
で
れ
昧
し
て
い
た
。
年
々
品

川叩4
4
引
が
楠
加
、
桐
人
対
応
が
不
可
能

と
な
り
「
そ
れ
で
は
/
」
と
始
め
た
。

「
地
元
山
首
が
第

一。

そ
れ
か
ら
ど

う
す
る
か
は
今
後
の
課
題
に
な
る
d

と
の
こ
と
。
生
産
品
は
、
月
凶
キ
ロ

か
ら
加
キ
口
町
加
工
を
目
指
し
て
い

る
。
「
通
年
で
や
り
た
い
が
、
設
備
が

問
題
。
大
型
冷
蔵
庫
、
高
性
能
の
機

械
が
噂
入
で
き
れ
ば
通
年
制
業
が
可

能
U

と
奥
聞
き
ん
。

経
滋
内
容
は
「
火
の
車
」
と
つ
け

加
え
て
い
た
。
版
路
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
に
食
べ
て
も
ら
い
な
が
ら

拡
大
す
る
こ
と
を
相
談
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。

ハ
ム
、
ソ

l
セ
イ
ジ
づ
く
り
の
仲

間
は
、
州
制
極
が
そ
れ
ぞ
れ
。
午
後
l

附
か
ら
5
時
ま
で
製
品
づ
く
り
。
6

• 
を
則
す
る
。

ω生
徒
指
導
の
た
め
紐
川
中
学
校

教
以
を
今
金
中
学
校
に
梨
動
配
感
。

免
消
教
科
、
絞
験
、
年
僻
桃
成
軒
町
下
町

問
題
を
悦
重
に
則
し
て
行
う
。

同開
統
合
に
よ
る
新
2
、
3
年
生
の
女
子

制
服
、
引

K
ジ
ャ

l
ジ
.
生
徒
手
川
刷
、

ネ

l
ム
プ
レ
ー
ト
に
援
助
す
る
。

同
学
校
行
事
に
父
母
が
出
席
す
る
場

令
、
父
母
の
た
め
に
ス
ク
ー
ル
パ
ス

を
巡
行
す
る
。
似
し
、
ス
ク
ー
ル
パ

ス
を
巡
行
す
る
学
校
行
事
の
特
定
に

は、
A
f
金
中
学
校
と
充
分
協
議
す
る
。

附
統
合
後
も
問
題
が
生
じ
た
肌
制
作
、

予
怨
さ
れ
た
場
合
は
阿
者
が
速
や
か

に
処
理
解
決
、
協
議
す
る
。

以
上

加
藤
さ
ん
か
ら
「
長

い
川
ご
迷
惑

を
か
け
た
。
P
T
A
の
な
志
を
伝
え

制
印
に
合
草
す
る
U

主
な
内
科
は
、

合
意
文
章
の
表
現
に
な
凡
が
あ
っ
子
、

待
合
室
は
、

8
月
を
目
途
に
考
え
て

欲
し
い
。
人
事
問
題
も
当
面
だ
け
で

も
受
け
て
欲
し
い
と
迷
べ
て
い
た
。

町
長
か
ら
「
加
数
年
間
的
問
題
が

解
決
し
た
。
感
謝
す
る
。
8
項
目
に

時
か
ら

8
時
ま
で
本
業
の
搾
乳
に

入
る
。

8
時
か
ら
時
間
無
制
限
の

製
品
づ
く
り
作
業
に
入
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
‘

奥
田
さ
ん
、
刊
年
か
ら
臼
年
今
金

阿
佐
人
に
な
る
ま
で
森
町
、

wm

y
ャ
ロ
レ
イ
牧
場
で
食
肉
加
工
に

専
念
し
て
い
た
。
木
俣
さ
ん
、
大

学
で
の
専
門
知
献
を
生
か
し
た
ハ

ム
づ
く
り
を
し
て
い
た
。
天
沼
さ

ん
、
父
親
伝
承
に
よ
る
独
創
製
法

で
ハ
ム
、
ソ

l
セ
イ
ジ
づ
く
り
を

し
て
い
た
。
渡
辺
さ
ん
外
凶
で
食

べ
た
生
ハ
ム
の
味
覚
が
忘
れ
ら
れ

な
か
っ
た
。
落
合
さ
ん
、
岩
本
さ

ん
の
同
名
は
、
こ
う
し
た
製
品
に

興
味
。
食
べ
た
い

一
心
で
参
加
し

た
と
の

、」
と
で
あ
る
。

食
通
町
仲
間
た
ち
が
集
合
。
H
M

円
且
の
製
品
づ
く
り
の
泌
密
が
こ
こ

に
あ
り
そ
う
だ
。

こ
う
し
た
組
織
を
生
か
す
も
殺

す
も
地
域
次
第
。
特
産
品
づ
く
り

の
原
点
。
そ
れ
は
、
欲
し
い
も
の

が
「
こ
こ
に
あ
る
」
そ
れ
を
求
め

て
人
が
来
る
。
今
金
で
な
け
れ
ば

手
に
入
ら
な
い
。
そ
ん
な
所
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
杯
を
つ
く
す
U

謝
車
。
「
柿
川

小
学
校
の
建
設
に
は
前
向
き
で

検
討
し
て
欲
し
い
。
統
合
の
説
得

材
料
で
あ
り
、
今
日
に
主

っ
た
日

と
強
い
要
望
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
は
、
昭
和
泊

年
議
円
以
協
議
会
に
質
的
教
行
峨

会
の
均
等
、
諸
条
刊
の
改
普
を
も

と
に
提
案
。
刊
年
に
統
合
特
別
委

以
会
を
設
置
。
こ
の
時
、
1
校
集

は
時
則
平
尚
と
し
た
。
制
年
ま
で

統
合
問
題
は
中
断
し
て
い
た
。

そ
の
後
年
々
生
徒
数
が
減
少

し
た
こ
と
。
制
年
に
村
正
小
中
学

校
が
火
災
全
焼
統
合
。
盟
問
、
日

進
が
統
合
に
合
定
。
印
年
に
八
束

小
中
学
校
が
火
災
令
焼
、
統
A
H
と

な
っ
た
。

住
民
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
種
川
中
学
校
だ
け
が
伐
り
、
全

部
が
統
合
。
同
年
に
統
合
今
金
中

学
校
舎
が
建
設
着
工
。
何
年
に
完

成
。
積
川
地
区
は
、
「

一
方
的
な

統
A
H
の
押
し
つ
け
。
教
行
の
以
内
…

に
反
す
る
U

と
今
日
に
至
っ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

神
丘
、
イ
7

ヌ
エ
ル
教
会

今
金

mNmい
も

英
利
河
川
皿
山
市
山
町
家

芳
賀
常
夫
さ
ん
央
制

そ
の
他
多
勢
が

M
M
介
さ
れ
ま
す

( 2 ) 
( 3 ) 



第
二
固
定
例
町
議
会

3
月

ω日
か
ら
mw
日
ま
で
を
会
期
に
、
町
長
の
町
政
執
行
方
針
、

教
育
長
の
行
政
執
行
方
針
、
位
年
度
の
補
正
子
算
、
条
例
、
日
年
度

予
算
、
一
般
質
問
、
陳
情
、

前
願
、
な
凡
案
が
審
議
さ
れ
た
。

本
年
度
の
予
算
編
成
は
、
節
度
あ
る
財
政
運
営
を
基
本
に
し
た
産

業
振
興
、
社
会
福
祉
、
生
活
環
境
の
盤
側
、
教
育
、
文
化
の
振
興
を

目
的
に
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

一
般
会
計
予
算
時

他
6
千
師
万
7
千
円
、
前
年
対
比

m
・
8
パ
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な

っ
た
。

A
V

町

政

執

行

方

針

産

業

振

興

m
M
産
物
的
愉
入
白
巾
化
。
脱
脂
粉

乳
・
で
ん
粉
を
践
し
て
叩
品
目
が
白

山
化
と
な
っ
た
。
本
町
農
業
の
確
立
、

家
務
系
こ
み
処
町
川
組
は
、
衛
生

団
体
迎
合
会
が
母
体
と
な
っ
て
対
応
、

負
担
軽
減
措
置
を
榊
ず
る
も
の
に
助

成
す
る
。

や
す
ら
ぎ
箆
凶
器
地
を
2
ヵ
年
川

闘
で
整
備
。
日
年
度
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

ー
、
基
地

η
区
画
、
駐
車
場
を
控
備

す
る
。

。
保
健
衛
生

本
町
の
死
亡
原
因
順
位
は
、
が
ン
.

心
臓
病
、
成
人
病
で
あ
る
。
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
己
意
識
の
一日川

相
旬
、
健
康
相
談
、
診
資
、
訪
問
指
導

を
絞
極
的
に
進
め
る
。

。
消
防
対
策

予
防
査
察
の
尖
施
。
防
火
水
州
市

街
地
一
基
‘
消
火
般
を
附
設
。
サ
イ

レ
ン
俗
を
中
学
校
跡
地
に
新
設
.
消

防
前
サ
イ
レ
ン
の
噌
強
。
問
問
筒
所

に
拡
声
装
世
を
設
置
す
る
。

O
交
通
安
全
対
策

運
転
者
、
歩
行
者
の
交
通
安
全
教

育
。
特
に
、
子
供
、

老
人
の
交
通
安

全
事
故
防
止
に
努
め
る
。

。
町
道
政
良

八
束
十一日川
台
州
制
改
良
叫
メ
ー
ト
ル
の

継
続
。
新
規
に
濁
川
j
住
吉
線
改
良

実
施
す
る
。

。
舗
装
工
事

盟
問
的
制
1
、
1
2
0
メ
ー
ト
ル
。
尖

利
河
環
状
線
制
メ
ー
ト
ル
.
神
丘
刊

号
線
開
メ
ー
ト
ル
。
神
丘
7
号
線
瑚

メ
ー
ト
ル
の
舗
装
を
実
施
す
る
。
総

発
展
を
則
す
る
の
に
、
地
域
ぐ
る
み

の
生
産
組
織
を
行
成
集
団
化
、
農

作
業
機
会
の
共
同
化
。
政
市
産
物
の

生
産
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
む
。

O
農
業
振
興

63年度町政の執行方針

村本町長を述べる• • 

合
公
附
取
付
道
路
河
メ
ー
ト
ル
。
御

削
脚
光
台
線
柵
メ
ー
ト
ル
の
改
良
舗
装
。

H
進
改
n
A
は
、
延
長
1
.
8
7
0
メ

ー
ト
ル
を
3
ヵ
年
で
実
施
干
定
で
あ

，。。。
雷
寒
事
難

防
白
棚
2
路
線
制
メ
ー
ト
ル
。
除

百
ト
ラ

Y
7
1
台
更
新
。
冬
期
間
の

生
活
路
線
を
確
保
す
る
。

O
橋
梁
架
換
事
業

継
続
の
回
代
橋
に
自
歩
道
橋
を
設

世
す
る
。
本
村
紙
、
畑
の
沢
拾
の
架

換
工
事
を
実
施
す
る
。

。
住
宅
対
策

北
凶
に
適
し
た
快
適
な
街
づ
く
り

を
テ
1
7
に
、
市
団
地
内
姐
替
を
。

ω年
度
か
ら
8
ヵ
年
で
艶
備
。
制
戸

内
住
宅
と
集
会
所
、
児
賞
公
聞
を
刑

問
。
山
山
年
度
は
、

1
練
ロ
戸
を
越
築

予
定
。
。
総
合
公
園
事
業

ア
プ
ロ
ー
チ
道
路

m
メ
ー
ト
ル
、

広
場
の
造
成
を
す
る。

O
町
単
独
事
業

旭
線
級
石
布
設
替
工
事
。

補
修
工
事
を
別
闘
。

旭
幸
線

I
 
I
 
I
 
教
育
文
化
の
振
興

懸
楽
で
あ
っ
た
極
川
中
学
校
の
統

合
川
組
は
、
地
域
と
協
械
、

2
月
下

旬
こ
の
合
意
が
傍
ら
れ
た
.
幅
四
川
小

学
校
は
老
朽
化、
全
両
改
築
を
す
る
。

稲
作
農
家
を
中
心
に
機
械
施
設
の

共
有
化
、
共
同
利
用
、

洪
間
作
業
を

す
る
集
団
の
助
成
。
野
菜
彼
興
に
は

専
門
技
術
円
以
を
臨
保
し
て
図
る
。

O
畜
産
振
興

優
良
種
雄
豚
の
導
入
。

M
…
毛
利
種

飼
養
良
家
を
主
体
と
し
た
雌
肥
挫
の

設
ω

匹、

一
部
助
成
す
る
。

川市
毛
利
種

導
入
は
今
年
が
最
終
年
次
、
目
頭
を

子
定
。
商
産
共
進
会
場
施
設
の
建
替

を
計
画
。

。
農
業
情
造
改
善

神
丘
地
区
町
民
辺
、
門
岡
村
広
場
の

賂
怖
を
川
画
。

。
地
織
農
政
の
推
進

内同
業
の
集
同
化
を
進
的
る
。
米
の

配
分
率
は
、

一
般
米
限
度
数
日
品
6
.
6

2
7
ト
ン
、
他
川
途
米
7
6
2
ト
ン

と
な
っ
た
。
各
戸
配
分
ゆ
検
討
す
る
。

。
土
地
改
良

内
刷
業
基
盤
整
備
が
重
要
課
題
。
用

排
の
整
備
、
抜
合
化
経
営
、
内
同
地
開

発
、
農
道
整
備
を
年
次
計
画
す
る
。

0
国
営
北
措
山
右
岸
地
区
直
轄
か
ん

が
い
排
水
事
業

本
年
度
目
億
9
千
万
円
。
村
丘
幹

線
制
水
路
1
、
1
3
0
メ
ー
ト
ル
を
施

工
。
こ
の
事
業
は
刊
年
度
に
必
工
、

幻
年
間
的
エ
則
。
制
年
度
に
全
地
区

完
了
予
定
で
あ
る
。

。
国
営
今
金
東
部
地
区
農
地
開
発
事

業
本
年
度
6
偲。

民
地
造
成
引
ヘ
ク

W 

特

別

会

計

、，国
民
健
康
保
険
特

〈
別
会
計
事
喋
勘
定

呆
寅
乱
立
、

i
』

1
ー

っ
て
、

医
療
切
の
仲
び
に
よ

国
で
定
め
る
賦
課
限
度
組

「
ぬ
万
円
」
を
「
柑
万
円
」
に
。
低
所

得
者
の

4
釧
軽
減
基
準
額
お
万
円
は

そ
の
ま
、
。

6
削
軽
減
世
帯
1
人
当

た
り
基
準
制
「
初
万

5
千
円
」
を

「
幻
万
円
」
と
引
き
上
げ
と
な
る
。

。
老
人
保
険
特
別
会
計

。:。

教

育

行

政

I 

学

校

教

育

「
盟
か
な
心
と
た
く
ま
し
さ
を
背

く
み
、
個
性
を
生
か
す
学
校
教
育
」

を
重
視
。
学
校
経
ν
品
、
教
育
課
程
、

学
習
指
導
、
生
徒
指
導
、
健
康
、
安

全
指
導
の
五
点
を
細
分
化
。
一
層
の

充
実
を
図
る
。
地
峡
の
特
性
を
活
用

し
た
教
育
。
児
童
、
生
徒
が
ゆ
と
り

を
も
ち
、
成
就
感
あ
る
学
校
生
活
、

教
育
活
動
を
期
待
す
る
。

。
生
徒
指
導

小
学
校
相
会
科
副
説
本
が
五
年
を

経
過
。
本
年
度
は
こ
の
改
訂
を
計
画
1

最
近
、
部
活
動
で
心
臓
発
作
な
ど
の

死
亡
事
故
が
あ
る
。
事
故
防
止
対
策

タ
ー
ル
、
農
道
3
、
5
0
0
メ

ト
ル

を
実
施
予
定
。
制
年
度
は
地
区
全
保

の
見
直
し
。
希
制
品
者
の
取
り
ま
と
め

を
計
画
し
て
い
る
。

。
国
営
利
別
川
地
区
直
轄
か
ん
が
い

排
水
事
業

美
利
河
多
目
的
ダ
ム
関
連
事
業
で

あ
る
営
農
用
水
は
、
農
家
経
済
、
地

元
負
担
に
同
意
困
難
。
受
益
者
が
理

解
で
き
る
事
業
内
容
に
‘
関
係
機
関

と
協
議
す
る
。

0
道
営
事
業

光
台
地
区
内
拙
免
炭
道
ル

l
プ
怖
は

下
部
工
、
続
脚
4
基
が
今
年
度
で
完

成
す
る
。
金
又
地
区
過
疎
ぬ
造
改
品

問
メ
ー
ト
ル
。
八
点
初
川
地
区
山
村

基
幹
股
道
湖
メ
ト
ル
を
実
施
。
八

束
剛
場
整
備
農
道
舗
装
1
、
7
6
0
メ

ー
ト
ル
を
干
定
。

花
石
地
区
開
拓
地
道
路
改
良
は
日

年
度
か
ら
着
工
。
道
路
改
良
印
メ
ー

ト
ル
、
法
面
保
護
工
事
で
完
了
予
定
。

。
団
体
営
業
業

小
規
模
排
水
事
業
と
し
て
、
積
川

地
区
制
メ
ー
ト
ル
、
金
原
旭
地
区

m

メ
ー
ト
ル
、
新
生
地
区
制
メ

ト
ル

笠
間
左
作
辿
区
1
.
2
2
5
メ
ー
ト
ル‘

初
出
地
区
制
メ
ト
ル
、
第
2
モ
ウ

セ
ウ
シ
地
区
l
、
1
6
6
メ
ー
ト
ル
。

新
規
に

H
進
地
区
農
道
事
業
が
実
測

設
計
的
見
込
み
。
花
石
地
区
民
泊
舗

装
凶
メ
ー
ト
ル
今
年
度
実
施
。

O
林
業
振
興• • 

本
町
在

λ
1
人
当
た
り
医
山
町
四
は
、

全
図
的
に
市
位
に
あ
る
。
健
所
机
相
級
、

健
康
診
査
、
訪
問
指
導
を
新
鋭
的
に

進
的
、
予
防
医
療
の
評
及
に
努
め
る
.

'
国
民
健
康
保
険
特

〈
別
会
計
施
設
勘
定

経
営
体
制
の
合
理
化
、
効
部
化
を

図
る
。
町
民
に
忠
者
に
、
親
し
み
、

信
頼
あ
る
病
院
っ
く
り
を
図
る
。

0
簡
易
水
道
特
別
会
計

一
般
家
庭
の
老
朽
化
し
た
メ
ー
タ

ー
器
を
取
り
替
え
、
施
設
を
充
実
、

適
性
給
水
を
図
る
。

執

行

方

針
中
学

一
年
生
を
対
梨
に
心

屯
図
検
査
、
早
川
対
策
に
取
り
組
む
。

O
中
学
校
統
合
問
題

と
し
て
、

n年
聞
の
経
過
を
た
ど
る
種
川
中

学
校
内
統
合
が
、

2
月
包
日
統
合
の

合
意
が
得
ら
れ
た
。
極
川
地
岐
部
落
、

P
T
A
の
こ
理
解
に
感
謝
す
る
。
新

学
期
か
ら
今
金
中
学
校
通
学
と
な
る
。

O
種
川
小
学
校
全
面
改
築

今
年
度
指
工
。
挫
築
空
間
あ
る
学

校
。
子
供
た
ち
の
思
考
や
創
造
の
源

な
る
施
設
。
地
峡
の
教
育
セ
ン
タ
ー

的
役
例
を
持
つ
多
目
的

ホ

ル

を

設

け、

地
域
に
開
欣
す
る
。

一
階

一
、
O
四
二
耐

階

六
六
五
耐

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

不
在
地
主
所
有
山
林
を
民
収
、
郷

土
出
身
者
に
貸
与
「
ふ
る
さ
と
の
森

づ
く
り
」
を
検
肘
。
育
成
保
育
、
下

刈
、
野
そ
駆
除
を
図
る
。

。
林
難
構
造
故
普

種
川
線
作
業
道
開
設
、

一
部
助
成
。

新
植

m
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
下
刈
り

m
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
町
有
林
施
業
計
画
は
m
m

年
度
で
終
了
。
制
年
度
か
ら
砧
年
度

ま
で
の
計
問
樹
立
を
図
る
。

。
林
道
事
業

普
通
林
道
小
原
線
、
広
域
拡
幹
林

道
的
時
間
川
、
英
利
河
仙
酬
は
継
続
実
施
。

( 4) 

II 

社
会
福
祉
の
向
上

生
活
環
境
の
整
備

核
家
膝
化
、
環
境
の
変
化
、
社
会

福
祉
協
議
会
を
馳
に
‘
民
間
同
体
の

参
加
、
推
進
を
図
る
。
本
町
の
郎
蔵

以
上
の
人
円
割
合
口

・
7
パ
ー
セ
ン
ト
。

全
国

m
-3パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
。

痴
呆
性
老
人
や

一
人
暮
し
老
人
、

寝
た
き
り
老
人
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
。

制
祉
施
設
の
利
用
、
高
齢
者
の
健
康

保
持
と
生
が
い
活
動
的
促
進
に
老
人

ク
ラ
ブ
巡
岱
活
動
費
、
敬
老
会
連
A
H

班
、
主
人
手
吋
を
明
領
し
た
.

高
齢
酌
者
ス
ポ

l
y大
会
。
品
人
と

子
供
向
集
い
。
公
衆
浴
場
の
担
料
開

欣
。
円
ガ
ン
盤
料
検
診
舎
を
実
施
計

画
を
し
て
い
る
。

O
環
境
衛
生

一
部
二
附
控

。
教
員
住
宅

判
丘
小
学
校
、
郡
川
小
，
F
校
、
科

I
戸
を
川
向
。

。
施
設
整
備

今
金
小
学
校
内
グ
ラ
ン
ド
土
質
改

普
、
事
故
防
止
を
図
る
。
今
金
中
学

校
の
ラ
ン
チ
ル
l
ム
内
部
塗
装
捻
備
。

II 

社

会

教

育

0
学
習
機
会
の
充
実

リ
ー
ダ
ー
等
の
養
成
、
資
質
の
向

上
を
図
る
。
社
会
教
育
団
体
や
グ
ル

プ
の
自
主
的
な
活
動
を
助
長
す
る
。

O
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

近
年
、

一υ川
船
者
や
女
性
の
ス
ポ
ー

ツ
参
加
が
附
加
.
新
し
く
お
栄
公
闘

を
整
備
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
坊
を
設
け

る。O
文
化
活
動
へ
の
町
民
参
加

生
活
に
根
ざ
し
た
地
域
文
化
の
創

造
性
を
深
め
る
。
文
化
講
座
、

芸
術

鑑
賞
な
ど
、
精
神
面
の
笠
か
さ
を
助

長
す
る
。
英
利
河
埋
説
文
化
財
包
蔵
地
問
査
、

砂
金
跡
の
収
集
。
民
俗
生
活
用
具
の

収
集
を
図
る
。
英
利
河
海
牛
化
石
崎

町
復
元
す
る
。

。
青
少
年
健
全
育
成

生
活
体
験
を
と
お
し
て
自
発
生
、

創
造
性
を
養
う
。
背
少
年
団
体
的
育

成
、
野
外
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
的民、

( 5 ) 



械
を
拡
充
.

健
全
育
成
を
図
る
。

。》

条

例

等

審

議

事

項

マ
町
職
員
の
休
暇
が
制
度
化

昨
年
試
行
中
で
あ

っ
た
4
週
間
に

一
度
休
ん
で
い
た
こ
と
が
条
例
化
さ

れ
た
。

マ
手
数
料
が
変
わ
る

①
地
籍
図
、
地
籍
簿
の
閲
覧

一
枚
三
百
円

交
付

一
枚
五
百
円

②
地
籍
図
根

(三
角
点
、
多
角
点
)

網
図
的
開
質

一
枚
五
百
円
交
付

一
枚
ヰ
阿

③
地
特
図
集
成
図
の
閲
覧

一
枚
五
百
問
交
付
-枚
千
五
百
円

④
地
籍
図
似
(
三
角
点
、

多
角
点
、

制
部
点
)
成
染
簿
の
閲
覧

一
点
五
百
円
交
付

一
占
、
千
問

⑤
前
各
号
以
外
の
も
の
の
閲
覧

一
枚
五
百
円
交
付

一
枚
干
問

⑥
地
籍
に
係
る
諸
証
明

一
件
五
百
円

マ
農
地
流
動
他
対
策
資
金
の
貸
付

農
地
取
得
、
経
営
規
模
の
拡
大
、

燥
地
の
琉
動
化
を
図
る
の
に
設
け
る
。

川
廿
時
金
制

1
低
5
千
万
円

間
資
金
貸
付
対
集
制

民
地
取
得
資
金
の
仙
人
残
傾
向

初
パ
セ
ン
ト
に
対
し
貸
付
す
る
。

制
度
資
金
町
借
入
を
し
な
い
対
級

者
に
あ

っ
て
も
同
じ
取
り
扱
い
と

す
る
。

勲
五
等
笠
光
旭
日
章

/
/
/
 

「胃
帯
同
時

f
g
o
Z雲
南
出
時

g
O
2
J

f

海
諸
N
O
D
-』

hs串
昌
浅
草
世
打
・
』

初
%
を
超
え
る
も
の
は
初
%
で
打

ち
切
り
。

ω貸
付
機
関

町
か
ら
股
協
へ
。
但
し
、
設
業

委
円
以
会
の
承
認
を
得
て
個
人
貸
与

と
わ
T
令
。

川
間
貸
付
の
条
件

利

率

担

利

子

州

問

4
ヵ
年

俄
逃
方
法

元

金

均

等

償
還
期
日
日
月
ロ
日

延
滞
利
払

年

9
パ
ー
セ
ン
ト

貸
付
開
始

ω年
4
月
1
日
か
ら

マ
生
活
館
、
改
善
セ
ン
タ
ー
、
寿
の

家
の
管
理

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
よ
っ

て
建
設。

粂
例
を

一
本
化、

公
平
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
維
持
管
理
費
、
屯
気
料
、

燃
料
費
、
水
道
料
の

一
部
を
町
が
負

担
す
る
。
公
的
使
用
は
無
料
。
個
人
、

必
利
目
的
使
用
は
布
料
と
す
る
。

マ
特
別
慰
労
金
の
支
給

川
町
長
、
河
端
盟
氏

4
則
同

年
、
任
州
制
了
に
対
し
、
特
別
慰
労

金
と
し
て
.
6
百
万
円
を
支
給
す
る
。

以
上
の
他
、
臼
年
度
補
正
予
算
.

m年
度
新
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
、• • 

表
彰

太
一
さ
、ん
(
乃
)
栄
町

は
ほ
昨
日
目
川
町
出

3
月
1
目
、
野
村
晃

一
柏
山
支

庁
長
が
来
町
。
柳
さ
ん
の
仏
前
で
、

奥
さ
ん
智
恵
子
さ
ん
に
、
栄
品
作
目
れ

が
伝
達
さ
れ
た
。

柳
さ
ん
は
、
昭
和
2
年
利
別
村

(
現
今
金
町
)
に
お
中
職
。
日μ
年
に

は
利
川
村
助
役
に
.
初
年
今
金
町

助
役
。
お
年
平
腕
が
w
H
わ
れ
て
ば

川
村
助
役
と
な
る
。
は
年
間
こ
の

職
を
務
め
る
。
灯
年
同
作
川
村
氏
、

1
則
4
年
を
務
め
て
退
任
し
た
。

日
年
ふ
る
さ
と
今
金
町
に
住
討

を
か
ま
え
る
。
日
出
年
か
ら
回
年
ま

で
社
会
福
祉
法
人
盟
舟
園
理
事
長
。

今
金
町
公
一千
委
只
を
務
め
て
い
た
。

惜
し
く
も
1
月
四
日
他
界
し
た
。

経
験
型
旬
、
監
か
主
人
間
性
は
、

地
方
自
治
発
展
は
も
と
よ
り
‘
地

域
に
あ
た
え
る
彬
将
は
大
で
あ
っ

‘，
。

''h 
こ
の
人
間
制
が
い
け
川
く
却
価
。
日叫

刊
令
川
町
村
会
民
ぷ
彰
、

M

四
年
比

海
道
知
町
け
ぷ
彰
、
引
年
慌
綬
従
前
、

引
年
間
作
川
村
功
労
ぷ
彰
を
受
け
て

い
'hv

。
ニ
の
度
、
栄
台
あ
る
受
抗
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

柳さんの表彰を仏前

で受けた智恵子さん

ぷ
利
川
小
川
'f
校
児
主
の
ひ
な
即
日
小

が
3
川
3
日
下
校
で
行
わ
れ
た
。

先
生

3
入
、
山
泣
4
人

中

川
f
t
h

2
入
、
父
町
他
7
人
が
参
加
。
令

円叫
が
よ

F
を
身
に
v引
け
、

色
紙
で

作
っ
た
ひ
主
人
形
を
飾

っ
て

H
柄

で
カ
ン
パ
イ
。

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

6千 867千円

71意 9百 050千円
71意3千 4百 736千円
101意5千 1百 525千円
1億 1百 388千円
71憶 5千 7百 566千円

451意言十般会

(特別会計)
国保事業勘定

老人保健
国保施設勘定

簡易水道
合計

cT日63年;コ美利河，

( 6 ) 

議会世
75，706千阿 1.7%

労剛盟
2，379千円 0.1%

商工世
68，094千円 1.5%

消防l&
121，962千問 2.7%

0.1% 

一般会計予算構成比昭和63年度

@.1λ @.1由
一般会計予算額

地方摘'j枇
70，0回千円1.6%
利子削置付金
3，000千J.l10.1%
自動iIU[¥{'j:H，止究付金
36，000千ドJ0.8% 

査J岨官会対置特別究付金
500千円 0% 
分担金及び1¥担金
51，335千Pl1.1% 
使川科及v'手位料
68.442千11J1. 5% 

• • 

先生、家族

児
霊
が
遊
戯
‘
掠
楽
削
奏
お
父

さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
あ
り
。
ジ
ェ
ン
カ

の
リ
ズ
ム
に
来

つ
て
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
l
ム
。
全
円
以
が
4
チ
l
ム
に
分
か

札
、
れ
け
た
方
が
抜
け
.
勝
っ
た
方

的
例
に
加
わ
る
。
長
い
方
が
勝
ち
。

笑
い
笑
い
の
ゲ

l
ム
展
開
。

終
わ
り
に
、
新
家
健
明
校
長
か
ら

「
外
は
と

っ
て
も
寒
い
。
で
も
こ
の

中
は
瓶

っ
た
か
い
。

皆
ん
な
で
作
っ

た
ひ
な
段
、
人
形
が
あ
る
。
何
万
円

も
す
る
ひ
な
人
形
よ
り
す
ば
ら
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ζ

の
別
問
は
、
児
夜
会
で
き
め
た

も
の
。
親
子
で
キ
ャ
ン
プ
収
槌
然
、

お
脂
屈
さ
ん
ご

っ
こ
、
ク
リ
ス
マ

ス
と
盛
り
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
る
。

尖
利
河
は
、
「
若
い
人
が
い
な
い
。

赤
ち
ゃ
ん
も
い
な
い
U

何
か
を
や

ら
な
く
て
は
と
思
い
、
始
的
た
。

今
年
1
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

始
め
た
。
毎
週
木
昭
目
、

6
時
か

ら
9
時
ま
で
‘
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、

ピ

チ

ポ

l
ル
、
ピ
ン
ポ
ン
で
あ

る
。
英
利
河
ダ
ム
遡
辺
整
備
に
か

け
る
則
刊
は
大
き
い
。

「
学
校
中

心
に
栄
え
て
ほ
し
い
U

と
燦
先
生

は
一パ
う
.

V上下をまとい

家族ぐるみが

参加しての

ひな祭リ

(7) 
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今
年
ロ
名
が
卒
業
す
る
と
あ
っ

て、

2
月
お
日
卒
業
生
を
送
る
会

を
先
生
が
企
画
。
体
力
づ
く
り
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
兼
ね
た
も

の。
全
児
主
総
人
‘
父
吋
が
参
加
。

ス
キ
!
大
会
、

H
E
は
豚
汁
。
午
後

か
ら
お
母
さ
ん
手
製
の
カ
ル
タ
と

り
。
縦
百
セ
ン
チ
、
横
印
セ
ン
チ

の
大
型
の
も
の
。
苫
深
い
グ
ラ
ン

ド
に
い
ろ
は
カ
ル
タ
が
ま
か
れ
、

放
込
主
か
ら
札
が
読
ま
れ
る
。
子

供
に
敗
け
じ
と
駆
け
る
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
。
カ
ル
タ
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
附
記
し
よ
う
と
す
る
税
と

f
。，
lf
校
ス
キ
l
場
を
利
川
、
大

引
耶
の
チ
ュ
ウ
ブ
に
乗

っ
て
の
ミ

カ
ン
折
い
、
笑
い
戸
が
あ
ふ
れ
で

い
た
。
幼
児
や
児
童
、
父
母
、
先

生
と
地
峡
ぐ
る
み
が
親
睦
を
深
め

ら
れ
て
い
た
。

とったあー 。 転倒惜 L

〈も負けま Lた 。

横診を受けて明るい家庭づくり④月号

みん

• • 

E宅

武

や
む
を
得
ま
せ
ん
。
針
供
養
と
か

灯
徒
流
し
な
ど
は
知
ら
主
い
人
も

多
く
な
り
ま
し
た
。

子
供
を
中
心
に
考
え
た
と
き
、

私
は
人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に

あ
た
る
儀
式
、

一
年
の
季
節
の
移

り
変
わ
り
と
関
係
の
深
い
行
事
は
、

家
庭
の
中
で
、
で
き
る
範
凶
内
で

や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
親

と
子
炉
問
じ
場
所
に
い
て
体
験
を

共
に
し
、
そ
の

H
の
い
わ
れ
に
つ

い
て
税
が
干
供
に
閉
す
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

親
と

一
緒
に
七
夕
の
夜
を
楽
し

ん
だ
り
、
秋
の
お
月
秘
を
眺
め
な

が
ら
お
だ
ん
、
』
を
食
べ
た
り
し
た

日
憶
は
子
供
の
心
的
中
に
鮮
明
に

伐
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

H

の
親
の
万
葉
や
動
作
も
ふ
だ
ん

の

日
と
は
巡
っ
た
も
の
と
し
て
忘
れ

難
い
も
の
に
な
る
の
で
す
。

〔自]

車
京
都
立
大
学
教
授
心
理
学摩

イ圭

と
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
.
地
方
に
よ

っ
て
独
れ
の
行
事
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
多
く
の
人
が
ひ
と
つ
の

場
所
に
集
ま
っ
て
飲
食
を
共
に
す
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
相
互

の
述
帯
感
を
高
的
、
あ
る
場
合
に
は

ひ
と
り
の
人
を
夜
め
た
た
え
、
激
励

し
、
あ
る
場
合
に
は
そ
こ
に
い
な
い

人
を
似
ょ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人

と
臼
分
と
の
閃
係
を
与
え
る
と
い
う

な
昧
が
あ
り
ま
す
。

近
年
こ
の
よ
う
な
さ
ま
さ
ま
な
行

事
が

一
方
に
お
い
て
は
華
美
に
な
り
‘

生
活
の
中
の
儀
式

他
方
に
お
い
て
は
行
時
化
さ
れ
‘
廃

止
さ
れ
つ
A
J

あ
り
ま
す
。
結
婚
式
、

社
長
の
就
任
式
、
七
五
三
な
ど
は
前

者
で
あ
り
、
節
分
の
豆
ま
き
、
紅
葉

狩
り
屯
ど
は

後
者
に
主
り

ま
す
。
内
然

と
の
接
触
の

少
な
い
都
会

引
の
生
活
が

主
に
な
っ
た

の
で
す
か
ら• • 

項 目 出ていただ〈方 実する施目 時 問 対象地区 実施会場 備 考

一 般相談 全 住 民 4 B ifll 10:00-15:00 全地区 老人福祉センター 健康相談、保健指導

" " 11日UII " " 町民センタ " ① 

" " 18日UII " " 老人柄祉センター " 

" " 251:1 (lJI " " 川氏センター " 
② 才L(離字Y4L1量卒購日直目)炎 生後6、9ヶ円児 7日付4 畳刊"年間 " " 保健指導13:00-13:30 

③ KE (Ilta-組3》栴j紐 g)k炎 妊婦の方 12~ 1:k) " " " 
楠凪‘血椛険11‘F設‘ i事量測定冒

12:45-14 :00 .. 蝋.I品鴎常聾指噂冒 tlHH詰導

ポ '} オ
3 7" )J lよU'-

" 下地区 国 f* 病院 64週aや川官以上町間隔で 224 ャrJ~疋 13:20-13:30 lul 

④ " " 13日附 12:50-13:00 市街地区 町民センター " 

" " 14 FI (村 12:50-13:00 土地区 樋川小学校 " 
⑤ 3歳児健診 3;遊 27" J-J児n 15日(特 全地区 町民センター

41払If剛‘ E量樹、 f有料'"岨‘ f).'.睡11
-3;.誕 5ヶ児 13:00-14:00 噂z 栄聾揃神

育児講座 3 ケ TI 児 21日付4
畳{./'1時HlJ

" " 身体計洲、保健指導
⑥ 

9 :30-10:00 

" 身体"湖、保健指導.医師による4
乳児健診 4，7、10，12ヶ月児 " 12:30-13:00 " " 眠、耐11柿神‘神経宇

⑦ 股脱健診
2宇)Jと2SrI

25日IfI) " " 今金保健所 コ l瑚節 X線写J~以 iニ町字L~品 13:00-14:00 

ソ J互 今小 l、 2年生 " 10:30-11:15 
メ弘、 今金小学校 1 liiH主種

⑧ 

" 今 '1-'1、 2年生 26日(刈 10:50-11 :40 ぷ、 今金中学校 " 
B C G 斗小 l、 2年牛 27日附 10・30-11:15 今 今金小学校 ツ反検査の陰性の者

⑨ 

" 今中 1、 2年生 28日(村 10:50-11:40 メ寸〉、 今金中学校 " 
⑬ 型軽医地区迅回話時 全 住 民 26日IX) 受 付時 IIIJ 全地区 町民センター 診察科目 整形外科14:00-15:00 

、);:官J、 民アご 32{ 容みれ L、南K
詳 ・・翻 さ 4 実 o 0 は袋は術生 た Illll'lt 
し場i'fr毎停い月 J頼 施手数袋次~ 衛 しは jlll
〈 月等 。30 は の の)術セ まあの のいlま 第の 1'1 棚 4 料種とよ生ン 生 すな前

‘ 抑瀬l2 相 阻4
簡 月 額も おりセタ セ

。た に 5の
八木設 ') り、ン l

の医。。

Rる 古を雲簡ιJ 町 H記 ( で 易 日枚 でさタの ン 健m師が農役 14民日 出
jiFla ニ か 30えすら l 指定

セ張 裁 ら匹lる lニカず タ に検

i 救量
J品ン ) 

で
小さ 住民 みこ

さ診協場 日
申lタ 也、 卒。 す A しい ( 

F斤 l 所 111 いの袋 カ、 った横前木
ま 袋を 皆に かし ~ 

ft ・・ す カず 。 さ帝f り えま 14 9 献
o屯午1& 統

大 製作 んた の ありす・時時 =の1 sti 八 き のな

ー血献
3 1:30 同信広

dEb ヨ さ ‘要望 ご お ま 1 15 血
函 7 ⑦ 1

簡易 11 せ回 分 の
館 6 2 4:30 廃 40 追加lに み袋 実日 ん珊¥ ¥ 
ま也 | 2 ま 裁

止
cm す応が

り の me "6"4 日
方家 2 3 で '1'1 X 

るえ迫力n Za時時1 9 受 所を
37.5 も せ

庭裁 24 番相N cm グコ 事在之 さ 力hをth mもe 
干'1 でれ

判 9 談 JlI グ〉ま
所 4 を し のそ指定す。

お可能

か へ て 願)

勺 〈 内ごこ も、 σ〉

開υ(I，\~君臨

夫婦で子育て

お
ヒ
夜
、
お

日
参
り
、
七
五

三
、
成
人
式
、

還
暦
な
ど
人
生

の
あ
る
時
点
で

お
祝
い
が
な
さ

れ
ま
す
.
無
市
中

に
成
長
し
た
事
」

と
を
本
人
の
た
め
に
ま
わ
り
の
人

が
祝
相
す
る
抑
制
で
、
ウ
岨
過
儀
礼

と
も
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
お
宮

参
り
と
い
う
の
は
誕
生
後
三
か
月
、

あ
る
い
は
百
日
を
迎
、
え
た
日
に
近

く
の
神
引
に
税
が
抱
い

て
お
参
り

を
し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に
主
る
と

首
が
ち
ゃ
ん
と
座

っ
て
抱
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
順
訓
に
前
川
ち
つ
つ

あ
る
こ
と
を
お
祝
い
す
る
な
昧
が

あ
る
と
忠
い
ま
す
。

お
正
川
、
節
分
、
桃
の
節
句
、

端
午
の
節
旬
、
が
と
秋
の
お
彼
山

お
川
比
屯
ど
季
節
ご
と
の
行
事
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
入
手
式
‘

卒
業
式
、
附
校
記
念
日
、
入
相
式

結
締
式
さ
ら
に
告
別
式
、

三
凶
忌

な
ど
、
よ
そ
の
同
に
比
べ
て
わ
が

国
に
は
こ
の
よ
う
な
行
事
が
多
い

よ
う
に
忠
い
ま
す
。
以
前
は
も
っ

( 9 1 
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特
集
『

昭
和
62 
年
版
青
少
年
白
書
』

か
ら

自由時聞をどう過ごすか

も噂気込1 情舟
セダleir

人
々
の
生
活
の
基
盤
で

あ
る
実
ム庭
|
i
卓
田
近
の
経

済
発
展、

都
市
化
、
情
報

化
芯
ど
に
よ
り
、
家
庭
を

取
り
巻
く
環
時
聞
か
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
疋
、
核
家
族
化
、
少
子

化
、
支
性
の
職
場
進
出
な

と
巳
よ
っ
て
家
庭
の
あ
り

万
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で、

子
供
疋
ち
は
家
庭
と
い
う

暮
ら
し
の
場
を
ど
う
考
え
、

家
族
の
あ
り
方
を
.
と
う
見

つ
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
「
昭
和
六
十
二
年
版
青

少
年
白
書
」
(
総
務
庁
)
で

は
、
こ
う
し
た
問
題
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
の
実

態
と
意
識
を
調
査
し
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
は
家
庭

に
何
を
望
み
、
ま
芝
親
は

子
供
疋
ち
と
ど
の
よ
う
に

接
し
て
い
る
の
か
を
さ
っ

そ
く
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

%
 

ガい家なざこまがさり
見る庭っとと疋ょをも経
えそ子をていの、く求、済
て供頼くう第家分め愛的
きたりれと 1，......，庭かて楕望
まちにるき!当にりいのか
すのし」力叫望ぎる豊さ
。姿てで !こいむすのかよ

砂青少年の家庭観4
「とちら"とL、え"どち勺かとL、えはf
愛情が畳かなニと」が大切経済的に豊かなこと」が大切無回答

い
ざ
と
い
う
と
き
に

力
に
な
っ
て
ほ
し
い

家庭に何を望むか
心生

をの
求

50 

※四捨五入の間悟で合計が100%になりません。

砂青少年ガ家庭に望むこと‘

[ 10) 

(%) 

七
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
芝
、
「
家
庭
に
望
む
こ
と
し
で
は
、

子
供
万
一
位
に
あ
げ
て
い
る
H

い
ざ

中
学
生
の
子
供
を
も
っ
白
親
ガ
「
望
と
い
う
と
き
力
に
な
っ
て
く
れ
る
H

ぎ
し
い
と
考
え
る
生
き
方
」
巳
つ
い
は
三
位
に
下
ガ
り
、
N

生
き
て
い
く
た

て
見
る
と
、
「
疋
と
え
豊
ガ
怠
暮
ら
し
め
の
ゅ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
H

ガ

は
で
き
な
く
て
も
、
家
族
み
ん
な
が
一
位
に
な
っ
て
お
り
、
親
と
子
供
の

愛
し
あ
っ
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
立
場
の
違
い
ガ
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ

う
な
生
き
方
」
を
望
ん
で
い
る
人
ガ
て
い
ま
す
。

V
B親
の
望
ま
し
い
生
き
方
(
上
位
三
位
)
企

と
き
に
は
食
う
に
困
る
ζ

と
が
あ
っ
て
も
自
分
の
し

たい
ζ

と
に
う
ち
こ
め
る
よ
う
な
生
き
方

別
に
有
名
に
も
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
人
並
み
以
ょ
の
ゆ

っ
た
り
し
た
主
活
の
で
き
る
よ
う
な
生
き
方

た
と
え
豊
か
な
暮
ら
し
は
で
き
な
く
て
も
、
{
家
脹
み
ん

な
が
置
し
あ
っ
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
生
き
方

• • 
と
圃
く
と
「
テ
レ
ビ
を
男
る
」
ガ
第

一位、
「
ひ
と
り
で
遊
ぶ
し
が
第
=
一位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
の
申
で
ひ
と

り
で
遊
ぶ
青
少
年
ガ
多
い
ご
と
ガ
わ

か
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
遊
ぶ
青
少
年
が
多
い
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後生
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砂子供が放課後|こすること‘
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わ
け
ゆ
り
寸
自
分
の
趣
昧
」
巳
時
聞
を

費
や
す
父
親
ガ
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
で
は
ひ
と
り
遊
び
の
目
立
つ

子
供
と
お
父
さ
ん
が
撞
触
す
る
時
間

は
、
ま
す
ま
す
少
芯
く
怠
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
。

「
自
分
の
趣
味
に
時
間
を

費
や
す
」
が
ト
ッ
プ

父
親
の
休
日
の
過
ご
し
方
を
見
る

と
、
家
族
と
外
出
し
吃
り
、
家
の
中

で
一
緒
に
過
ご
す
人
も
い
ま
す
が
、

(繍働問奮)

青
少
年
は
両
親
と
の

ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
い
る

大
き
く
分
け
て
「
積
僅

的
に
や
っ
て
い
る
」
万
四

七
%
、
寸
積
極
的
に
や
っ

て
い
な
い
し
が
五
二
三

%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積

極
的
に
子
供
の
相
手
を
す
，

る
理
由
の
一
位
は
「
い
ろ

い
ろ
教
え
芝
い
L

で
写
。

反
対
の
理
白
で
は
寸
仕
事

ガ
忙
し
い
」
ガ
第
一
位
、

つ
い
で
寸
相
手
を
す
る
必

要
の
な
い
年
齢
に
な
っ
疋

か
ら
し

「妻
に
ま
か
せ
る

の
が
よ
い
と
思
う
L

と
続

き
ま
す
。
ぎ
た
青
少
年
ガ
ら
み
だ

鰐
ま
し
い
父
親
の
態
度
を

表
す
調
査
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
に
寸
家
庭

優
先
聖
」
三
四
六
%
、

「
仕
事
優
先

E
L
三
四

九
%
だ
っ
疋
の
刀
、
昭
和

六
十
年
に
は
「
家
庭
優
先

輩
」
五
三
%
、
寸
仕
事
優

先
E
L
一一

一・

一
一%
と
変

化
し
ま
し
だ
。

年
々
、
親
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
疋
が

っ
て
い
る
青
少
年
ガ
多
く

怠
っ
て
い
る
の
ガ
わ
か
り

ぎ
す
。

親と子のコミュニケーションは?

砂父親の休日の過ごし方‘

預山τ

(彼畿圏箸}

• • 
砂父親ガ子供の相手を積極的にしているか‘

砂親ガ家庭に望むこと‘

い符"て
つ つぎちんく常て ι
ろ てと をばれの くた
さ 〈い わろる必れの

、ー〈れやれつ b ヲ 要る績
ろたる安るとせと を れ
とめ 句 iきるい 渇 を
なのき ア】うたい
るむをに気しゃ

出四捨五入の関係で合計が100%になりません。

まったく

やってい古い
と

にやっている
わからない無回菩

砂青少年からみだ好ましい父親の態度‘

日

※四捨五入の開帳で合計が100%になりません。
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会
国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か
/

4
月
は
、
臼
年
度
の
最
終
納
期

で
す
。
い
ま

一
度
お
確
か
め
を
。

※

5
月
1
日
以
降
か
ら
は
、
郵

使
局
、
道
銀
の
指
定
取
り
扱
い

に
な
り
ま
す
。
現
在
の
納
付
舎

で
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

刊

tを
/

会
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る

4月の休日当番医
宮 ③5011

fi②0221 

病院(北柏山)平3日

合 ⑦3021

2 ③5321 

今金町国保病院

}
 
l
 
p
 

剖引補山崎病院(i頼

10日

17日

北柏山開]国j!j~病院24日

E ②0221 今金阿国保病院29 EI 

特
別
な
理
由
が
あ
り
、
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

安
保
険
料
を
前
納
す
る
と

お
得
で
す
/

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

一
括

納
入
で
き
ま
す
。

マ
月
払
い

マ
前

納

や令令住民の動態令やや

9
2
4
0
0
円

9

0
、
1
7
0
円

町
民
福
祉
課
年
金
係
か
ら

月末現在

前月対比

8，251 (+ 1) 
4，006 (- 5) 

4，245 (+ 6 ) 

2，525 (-4) 

2 

人口

男

女

世帯?数

ロおたんじようおめでとう

管
内
活
性
化
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集

道
南
圏
、
柑
山
管
内
の
発
展
は

自
分
的
住
ん
で
い
る
町
の
発
展
に

つ

な
が
り
ま
す
。
広
い
視
点
で
管
内
を

と
ら
え
、
柏
山
づ
く
り
に
立
方
の
知

恵
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

ロレ言檎
山
支
庁
、
町
村
会

管
内
に
お
住
ま
い
の
方

棚
字
詰
原
稿
用
紙
4
枚

以
内
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
を
名
記
。

主

催

応
募
資
格

内

容

町

進

町

町

川

町

町

広

美

附

芙

広

長女 )[11

2男)日

2 .y})末

2 ~且)!f.'j 
2男)八

長男)市

長男)末

2月11日(政幸弘

2月17日(誠治さん

3 月 4 H (又-9jさん

3 月4 日 (~L枯T さん

3月 6日(11百干住さん

3月10日(敏永さん

3月11日(省ーさん

九
九
1
9
1

九

九

九

%

一
子
会
埠
す
也
けミ
叫仁
e
知国
'大

山回目
"変
ん文

qt
H維
自大
川雄

嵐

永

十

鴫

藤

村

井

山

松

五

小

伊

河

石

若

今
年
で
。

〒

棚

楠

山

郡

江

差

阿柏
山
支
庁
総
務
諜

広
報
渉
外
係
へ

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

優
秀
作
6
占
山
に
賞
を
附
り
ま

す
。表

応
募
期
限

応

募

先

発

%尾崎五且1I さん (末広町) ~野村 光江さん(末広町)

%越後谷久興さん (花石) ~大越正子さん(八東)

%川崎 犯 さん (和l' 丘) ~飯沼良子さんはt愉111)

%前谷 祁史さん(栄 町)~滞岡 春美さんはじ村1111) 

泌小川龍幸弘(南町) ~成田茂者1I干さん(函館)

弘佐藤敏秀さん(r:'，'j美町)~稲垣ミヨ子さん (金 原)

固いつまでもお Lあわせに

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

5
月
日
固
ま

6
月
上
旬
道
新
紙
上

槍
山
支
庁
か
ら

鈴

岡

代

町

吉

田

和

八

鈴

南

昭

住

85歳

68i誕

85歳

66歳

72歳

ーお〈やみもうしあげます

2 ~J 19日

2月23日

3月10日

3月15日

3月20日

山凹 ー さん

大松太郎丸

川村健之助さん

村」ニ 剖u桜さん

中島竹次郎さん

M

悶
②
G
A
I
T
-
番

仁

戦没者遺族の皆

一一一一第4包特別弔慰金の請求はお済みですかY一一一一一

んへさ

子供、 三親等内の親族(2) 戦没者の兄弟姉妹、

てFあること。

(3) 右記に該当する遺族の先順位者一人に対 L

支給されます。

※ 手続きの詳細は、

特別弔慰金(額而30万円、 10年償還の図的)

の3!?求期限は、 6月13日です。手続きは早急に。

町支給対象

(1) 昭和60年 4月 1日において逃族年金、公務

扶助料等の受給権者がいない遺族であるこ

と。

役場追抜援護担当係へ。

槽山支斤カ、ら

( 12) 

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
瞭
係


